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Φ

P
も曾

謡
）

、

ま
た

そ
の

屏

巳

昌
β

qP

−

含
ぼ

貫

が

説
教
師
と
な

り
（
口．

δ
O）

、

四

衆
の

前
で

心
お

び
え
る

こ

と

な
く
語
り

6°
鼻
bO
）

、

菩
薩
の
誓凵

願
を
立
て

て

菩
薩
乗
に

て

修
行
し

（
b

」
一

ω
）

、

智
慧
パ

ー

ラ

ミ

タ

ー

に

習
い

学
び

行
ず
る

者
は

菩
薩
大
士
と

同
様
で

あ
る

（
℃

」
Oe

と
さ
れ
る

。

そ
し
て

文
脈
の

中
で

、

菩

薩
大
士
の

語
が
評

巳
pO

舜
蕁

の

語
に

置
き

換

わ

り
（
P

ご
、

ま
た

逆
に
、

し
ば
し

ば
評

巳
帥

它
＃
P

−

臼
ぽ
＃

が

菩
薩

大
士

の
詒
に

置
き
換
わ

る

（
P
し。

一

も
O
」
O
虧

山
O
 ．
o
討．）

。

［

以
上
の

「

八

千
頌
』

に
お

け
る
特
質
は

後
の

『

法
華
経
』

等
に

も
見
出
さ
れ

る
］

　
『

八

千
頌
』

に

お

け
る

犀

巳
6
畧
鑓．
−

位

信

ぽ

儒

は
、

出

家
を
も

含
む

点

で

世
俗
社
会
の

「

良
き
階
層
集
団
の

男
子
・

娘
」

の

意
味
で

は

な
く、

す

で

に
見
た

よ

う
に、

初
期
仏
教
に

お

い

て

出
家
者
集
団
に
属
す
る

者
に
適

用
さ

れ

た
と
こ

ろ

の

意
味
合
い

が
こ

こ

に

思

い

起
こ

さ

れ
る
べ

き
で

あ

る
。

『

八

千
頌
』

の

そ
れ
も
ま
さ

に
、

「

（
そ
の

勝
れ

た

大
乗
の

経
を

奉
じ

る
）

教
団
に

所
属
す
る

者
」

と

い

う
意
味
合
い

で

使
用
さ
れ
て

い

る

感
が

強
い

。

そ
の

語
に
は
、

世
俗
社
会
の

う
ち
で

い

か

な
る

階
層
に

属
し

て

い

よ

う
と

も、

同
一

の

教
団
に

属
す
る

と
い

う
同
族
意
識
と

連
帯
感
と

を
含

ん

で

い

る

こ

と

が

窺
わ

れ
る

の

で

あ
る

。

「

同
志、

同
朋、

同
行
」

の

語

感
に

も
通
ず
る

も
の

が
あ
る

。

無
量
無
数
の

衆
生

を
導
き
利
益
す
る

自
利

利
他
円
満
の

菩
薩
道
を
行
ず
る

と

い

う
高
い

浄
ら

か

な
同
一

の

志
を

有
す

る

集
団
の
一

員
で

あ
る

と
の

深
い

自
覚
が、

σ
c
Ω

匡
・゚

畧
け

毒

の

語
同
様
に

牌

三

書
o
時
P
−
α
二

巨

＃

の

語
に

も
込
め

ら
れ
ま
た

願
わ

れ
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

ま
た

そ
れ

ゆ
え
に
、

呼
び

か
け
に

そ
の

語

が

使
わ

れ

る

と

き、

自
ず
か
ら

敬
意
的
表
現．
の

響
き
を

感
じ

さ
せ

る

も
の

に
な
っ

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

『

阿
毘

達
磨
倶
舎
論
』

に

お

け
る

作
用
の

意
義

日

　
比

　
佑

香

　

現
代
の

科
学
で

は

自
然
現
象
は

様
々

な
カ

テ
ゴ

リ

に

細
分
化
さ
れ、

そ

れ

ぞ
れ
に

お
い

て

独
自
の

発
展
を

遂
げ
て

い

る
よ

う
に

見
え
る

。

と

り
わ

け
物
理
学
に

は
、

力
学、

電

磁
気
学、

熱
学、

素
粒
子
学、

量
子
力
学
な

ど

様
々

な

分
野
が
あ
る

。

し
か

し
、

こ

れ
ら
の

現

象
は

決
し
て

互
い

に

無

関
係
な
も
の

で

は

な
い

。

物
理

科
学
と
い

う
も
の

は
、

自
然
の

中
に

統
一

的
な
法
則
を
見
出
し、

自
然
の

あ

り
の

ま
ま
の

姿
を
理
解
し
よ

う
と

す
る

学
問
で

あ
る

か

ら
で

あ
る

。

物
理

学
を

統
一

的
に
理
解
し
よ

う
と
す
る
と

き
、

そ
の

要
と

な
る

も
の

が
エ

ネ
ル

ギ

〜
（
Φ

口
Φ

触
oq
望）

で

あ
る

。

す
べ

て

の

自
然
現．
象
は

例
外
な

く
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

与
奪
に

よ

っ

て

行
わ
れ
て

い

る
。

生
命
活
動
を
は

じ

め

と
し

て
、

太

陽
の

光
や
気
候、

重
力
や
風、

音

ま
で

も、

我
々

の

知
り
得
る

す
べ

て

の

自
然
現
象
が
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

流
れ

で

説
明
さ
れ
得
る
の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち、

絶
え
ず
移
り
変
わ

る
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

流
れ

を

解
明
す
る

こ

と
が

物

理
学
の

統
一

的
な

目

的
な
の

で

あ

る．、
　

説
一

切
有
部
は
、

と

り
わ

け
人

間
の

認
識
範
囲
内
に

留
ま
る

が、

様
々

な

自
然
現
象
を
七

十
五

の

法
（

臨
け

髯
日
餌）

に

分
類
し、

そ
の

全

貌
を
こ

れ

ら
少
数
の

統
】

的
法
則
で

理

解
し
よ

う
と

し
た

、

そ
の

教
理
の

中
に

お

い

て

作
用
と

は

七
十
五

法
の

中
に

は

含
ま
れ

て

は

い

な
い

が、

無
為
法
を

除
く
全
て

の

法
に
お
い

て

為
し

得
る

性
質
で

あ
る

。

説
一

切
有
部
に

依
れ

ば
、

三

世
に
わ

た
っ

て

法
は

存
在
し、

作
用
の

区
別
に

依
っ

て

過
去
・

現

在
・

未
来
が
決
定
す
る

の

で

あ
る

か

ら
、

た

と

え
法
が

存
在
し
て

い

て

も
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作
用
が

な
け
れ

ば

我
々

の

認
識

す
る

現
実
世
界
が

成
り
立
つ

こ

と
は
な
い

で

あ
ろ

う
。

言
い

換
え
れ
ば

、

全
て

の

認
識

し
得
る

自

然
現
象
は、

作
用

の

与
奪
に

よ
っ

て

存
在
す
る

と
い

う
こ

と
が．
百

え
る

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と
に

よ

り、

作
用
と
は

有
為
法
が

現
在
す
る

た
め

に

は
な
く
て

は
な
ら
な

い

概
念
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

先
に

述
べ

た

物
理
学
の

エ

ネ
ル

ギ
ー

と

似
た

概

念
に

相
当
す
る

の

で

は
な

い

だ
ろ

う
か

。

　

本
論
考
で

は
、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
原

典
の

残
存
す
る

『

倶
舎
論』

を
も

と

に、

玄

奘
が

解
釈
し

た

「

作
用
」

が

現
代

科
学
に

い

う
エ

ネ
ル

ギ
ー

と

似
た

概
念
に

相

当
す
る

の

か
ど

う
か

と

い

う
こ

と

を

検
討
し

た
。

そ

の

結

果、

玄
奘
訳
の

「

作

用
」

に

は、

（

1
）

法
体
が

起
こ

り

く
る

こ

と

（

匹

轄
評．

や
一

G。
」

」
 ）
、

（
2

）

行

為
を
為

す
こ

と
、

実

行
す
る

こ

と
、

生

ず
る

こ

と
（
』

鳶
潮

ロ

』
卸

Fb
。

O
−

b。
じ
、

（
3）
為
す、

行

う
、

執
行

す
る

こ

と

（

山

鳶
潮

や

ω
一噛
F
一

一

亠
ω

）

、

（

4
）

行
動、

仕
事
（
羊

舘
鐙

戸
 
O
」

』
ω

壱゚
O
一

」°
一）

、

（
5）
差

別
の

因
を

建
立
す
る

も
の

（
』

鳶
鏑

℃°

＄
』°

鼠
1

一

 ）
、

（
6）
因
果
関
係
を

誘
発
す
る

も
の
、

（
7
）
三

世
を
規

定
す
る

も
の

（

国

鳶
鏑

Pb
。

 

◎

ピ

OI

や

ト。

 

刈
）

と
い

っ

た
定

義
が

あ
る

こ

と
を

ま
と
め

た
。

　
ま
た
、

色
法、

心

法
、

心
所
法、

心

不
相
応
行
法
に

お

い

て

作
用
と
い

・
つ

言
葉
が
使
わ
れ

て

い

る

が
、

無
為
法
に

お

い

て

は

使
わ

れ

て

い

な
か
っ

た
。

　

以
上

の

こ

と

か

ら、

『

倶
舎

論
』

に
お
け
る

玄
奘
訳
か
ら
の

理
解
に

お

い

て
、

「

作
用
」

と

は

無
為
法
を
除

く
全
て

の

現
象
に
お
い

て

共
通

す
る

性
質
で

あ
り

、

作
用
が

あ
る

か

ら

認
識
世
界
が
成
り
立
つ

と
い

っ

た
、

現

代
物
理

学
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

の

概
念
に

似
た
、

極
め

て

根
幹
的
な
も
の

で

あ

る

こ

と
が

分
か
っ

た
。

東
南
ア

ジ

ア

撰
述

仏
典
の

特

質

茨

　
田

　
通

　
俊

　

東
南
ア

ジ
ア

各
地
に

は
、

現
地
で

撰
述
さ
れ
た
上
座
部
仏
教
の

古

写
本

が

数
多
く

存
在

す
る

。

古
写
本
は
、

ヤ
シ

の

葉
を
乾
燥
さ
せ

た

貝
葉

写
本

が
一

般
的
で

あ
る

が、

タ
イ
中
部
地
域
の

貝
葉
写
本
に
つ

い

て

は
、

中
心

都
市
ア

ユ

タ

ヤ

ー

が、

十
八

世
紀
後
半
の

ビ

ル

マ

軍
の

攻

撃
に

よ
っ

て

壊

滅
し
た

た
め

に、

そ
こ

に
残
存
す
る

写

本
群
は

皆
無
に

等
し
く

、

一

部
が

当
時
栄
え
た
周
辺
地
域
の

寺
院
で

長
く

秘
蔵
さ
れ
て

来
た
だ
け
で

、

実
態

は

ほ

と
ん

ど

知
ら
れ
て

い

な
か
っ

た
。

　
一

方
タ

イ
中

部
地
域
に

は、

サ
ム

ッ

ト
コ

ー

イ
と

呼
ば
れ
る

桑
科
の

木

か

ら

作
ら
れ

た

折
本
紙
写
本
も
伝
わ
っ

て

い

る
。

田
辺
和
子

博
士
が

現
地

の

寺
院
で

撮
影
を

許
可
さ
れ
た
折

本
紙

写
本
は、

ク

メ

ー

ル

文

字
パ

ー

リ

語
あ
る

い

は

タ

イ
語

で

表
記
さ
れ
た
も
の

で
、

所
々

に

鮮
や

か
な

挿
絵
が

描
か

れ
て

い

る

の

が
特
徴

的
で

あ
る

。

（
田
辺

和
子
「
ア
ユ

タ

ヤ
ー

期
後

期
か
ら

ラ

タ

ナ

コ

ー

シ

ン

期
初
期

作
成
の

絵
付
折
本
紙
写

本
絵

解
き

（

仏

伝
中
心
）

と

経
文
解
読
」

、

『

パ

ー

リ

学

仏
教
文
化
学
』

第
二

十
四

号、

二

〇
一

〇、

九
三

頁
以
降
参
照
）

。

こ

の

絵
入

り
の

折
本
紙

写
本
も
タ

イ
に

現
存
す
る

も
の

は

数
少
な
く、

中
で

も
ア

ユ

タ

ヤ

ー

期
の

も
の

は

ご

く
わ

ず
か

と
さ

れ

る
。

　

そ
こ

で

は
、

ζ

聾
鋤
σ
隹
α

α

げ
9。
ゆq
β

据
く

毬
瑠
コ
鋤

と

称
す
る

仏

徳
の

讃
嘆

に

関
す
る

叙
述

や、

ア

ビ

ダ
ン

マ

七

論
へ

の

言
及
が

多
く
見
ら

れ
る

（

出

辺

和
子
「

ア

ユ

タ

ヤ
i
期
後

期
か

ら
バ

ン

コ

ク

期

初
期
に

書
か
れ

た

絵

入

り
折
本
紙

写
本
の

解
読

ー
ク
メ

ー

ル

文
字
パ

ー

リ
語

表
記
の

仏

典
写
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